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But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族のでいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　 30 ダビデの賛歌。家をささげる歌

　30:1 主よ。私はあなたをあがめます。あな
たが私を引き上げ、私の敵を喜ばせることは
されなかったからです。
30:2 私の神、主よ。私があなたに叫び求める
と、あなたは私を、いやされました。
30:3 主よ。あなたは私のたましいをよみから
引き上げ、私が穴に下って行かないように、
私を生かしておかれました。
30:4 聖徒たちよ。主をほめ歌え。その聖なる
御名に感謝せよ。
30:5 まことに、御怒りはつかの間、いのちは
恩寵のうちにある。夕暮れには涙が宿っても、
朝明けには喜びの叫びがある。
30:6 私が栄えたときに、私はこう言った。
「私は決してゆるがされない。」
30:7 主よ。あなたはご恩寵のうちに、私の山
を強く立たせてくださいました。あなたが御
顔を隠され、私はおじ惑っていましたが。
30:8 主よ。私はあなたを呼び求めます。私の
主にあわれみを請います。
30:9 私が墓に下っても、私の血に何の益があ
るのでしょうか。ちりが、あなたを、ほめた
たえるでしょうか。あなたのまことを、告げ
るでしょうか。
30:10 聞いてください。主よ。私をあわれん
でください。主よ。私の助けとなってくださ
い。
30:11 あなたは私のために、嘆きを踊りに変
えてくださいました。あなたは私の荒布を解
き、喜びを私に着せてくださいました。
30:12 私のたましいがあなたをほめ歌い、

黙っていることがないために。私の神、主
よ。私はとこしえまでも、あなたに感謝し
ます。

　「ダビデの賛歌。家をささげる歌」という表題　「ダビデの賛歌。家をささげる歌」という表題
は霊感された聖書の本文ではありません。しかしは霊感された聖書の本文ではありません。しかし、、
後代の人々が故あってつけたもので、大いに参考後代の人々が故あってつけたもので、大いに参考
になるものです。「家をささげる」とありますがになるものです。「家をささげる」とありますが、、
これは神の家である神殿をささげたものであろうこれは神の家である神殿をささげたものであろう
と思われます。と思われます。
　それが家であっても、または教会の会堂であっ　それが家であっても、または教会の会堂であっ
ても、それが建てられるというのは、最高の喜びても、それが建てられるというのは、最高の喜び
であるとともに栄誉でもあります。ここでダビデであるとともに栄誉でもあります。ここでダビデ
は、「あなたに叫び求めると…」と、自分の弱いは、「あなたに叫び求めると…」と、自分の弱い
時を思い出して、自分の力で建てたのではないこ時を思い出して、自分の力で建てたのではないこ
とを示しています。それはまさに主の助けを強調とを示しています。それはまさに主の助けを強調
しているということです。しているということです。
　栄誉のときこそ、私たちは思いっきり謙遜に　栄誉のときこそ、私たちは思いっきり謙遜に
なって、主の栄光を表わす必要があります。そうなって、主の栄光を表わす必要があります。そう
でないと、人からの誉めことばが傲慢の入り口にでないと、人からの誉めことばが傲慢の入り口に
なり、不信仰への方向転換になってしまうからでなり、不信仰への方向転換になってしまうからで
す。自分の謙遜を徹底させましょう。す。自分の謙遜を徹底させましょう。
　　

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　４日　月曜

　詩篇



　31 指揮者のために。ダビデの賛歌

　31:1 主よ。私はあなたに身を避けています。
私が決して恥を見ないようにしてください。
あなたの義によって、私を助け出してくださ
い。
31:2 私に耳を傾け、早く私を救い出してくだ
さい。私の力の岩となり、強いとりでとなっ
て、私を救ってください。
31:3 あなたこそ、私の巌、私のとりでです。
あなたの御名のゆえに、私を導き、私を伴っ
てください。
31:4 私をねらってひそかに張られた網から、
私を引き出してください。あなたは私の力で
すから。
31:5 私のたましいを御手にゆだねます。真実
の神、主よ。あなたは私を贖い出してくださ
いました。
31:6 私は、むなしい偶像につく者を憎み、主
に信頼しています。
31:7 あなたの恵みを私は楽しみ、喜びます。
あなたは、私の悩みをご覧になり、私のたま
しいの苦しみを知っておられました。
31:8 あなたは私を敵の手に渡さず、私の足を
広い所に立たせてくださいました。 　
　　
　「早く私を助け出してください」とあることから　「早く私を助け出してください」とあることから、、
ダビデは切迫した危機にあることが分ります。またダビデは切迫した危機にあることが分ります。また
「たましいと御手にゆだねます」とあることから、「たましいと御手にゆだねます」とあることから、
心が疲れ果ててたましいにまでも危機が及んでいる心が疲れ果ててたましいにまでも危機が及んでいる
ことが分ります。ことが分ります。
　このようにあまりの辛さや苦しさに耐え切れそう　このようにあまりの辛さや苦しさに耐え切れそう
もないとき、私たちの祈りはさらに真剣さを増してもないとき、私たちの祈りはさらに真剣さを増して
きます。最後には自分自身のたましいまでも、主にきます。最後には自分自身のたましいまでも、主に

さらけ出して憐れみを乞うでしょう。さらけ出して憐れみを乞うでしょう。
　そのような祈りこそが愛の主の御手を動かすの　そのような祈りこそが愛の主の御手を動かすの
です。そのような祈りこそが真実で謙遜で、そしです。そのような祈りこそが真実で謙遜で、そし
て的を射た祈りになるのです。ありきたりではなて的を射た祈りになるのです。ありきたりではな
い心からの叫びです。い心からの叫びです。
　ですからダビデのように切迫して弱り果てたと　ですからダビデのように切迫して弱り果てたと
きこそが、本当の神体験となりうると知りましょきこそが、本当の神体験となりうると知りましょ
う。そしてその神体験は逆転勝利の入り口になるう。そしてその神体験は逆転勝利の入り口になる
のです。また、もしも常日頃から、そのような真のです。また、もしも常日頃から、そのような真
剣な祈りをする者であったら、もっとすばらしい剣な祈りをする者であったら、もっとすばらしい
人生になります。もしもあなたの生活が平和な日人生になります。もしもあなたの生活が平和な日
常であるなら、聖霊によって真剣な祈りへと導か常であるなら、聖霊によって真剣な祈りへと導か
れましょう。れましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　５日　火曜

 詩篇



　31:9 私をあわれんでください。主よ。私に
は苦しみがあるのです。私の目はいらだちで
衰えてしまいました。私のたましいも、また
私のからだも。
31:10 まことに私のいのちは悲しみで尽き果
てました。私の年もまた、嘆きで。私の力は
私の咎によって弱まり、私の骨々も衰えてし
まいました。
31:11 私は、敵対するすべての者から、非難
されました。わけても、私の隣人から。私の
親友には恐れられ、外で私に会う者は、私を
避けて逃げ去ります。
31:12 私は死人のように、人の心から忘れら
れ、こわれた器のようになりました。
31:13 私は多くの者のそしりを聞きました。
「四方八方みな恐怖だ。」と。彼らは私に逆
らって相ともに集まったとき、私のいのちを
取ろうと図りました。
　31:14 しかし、主よ。私は、あなたに信頼
しています。私は告白します。「あなたこそ
私の神です。」
31:15 私の時は、御手の中にあります。私を
敵の手から、また追い迫る者の手から、救い
出してください。
31:16 御顔をあなたのしもべの上に照り輝か
せてください。あなたの恵みによって私をお
救いください。
31:17 主よ。私が恥を見ないようにしてくだ
さい。私はあなたを呼び求めていますから。
悪者をはずかしめてください。彼らをよみで
静まらせてください。
31:18 偽りのくちびるを封じてください。そ
れは正しい者に向かって、横柄に語っていま

す。高ぶりとさげすみをもって。
　31:19 あなたのいつくしみは、なんと大き
いことでしょう。あなたはそれを、あなた
を恐れる者のためにたくわえ、あなたに身
を避ける者のために人の子の前で、それを
備えられました。
31:20 あなたは彼らを人のそしりから、あな
たのおられるひそかな所にかくまい、舌の
争いから、隠れ場に隠されます。
31:21 ほむべきかな。主。主は包囲された町
の中で私に奇しい恵みを施されました。
31:22 私はあわてて言いました。「私はあな
たの目の前から断たれたのだ。」と。しか
し、あなたは私の願いの声を聞かれました。
私があなたに叫び求めたときに。
31:23 すべて、主の聖徒たちよ。主を愛しま
つれ。主は誠実な者を保たれるが、高ぶる
者には、きびしく報いをされる。
31:24 雄々しくあれ。心を強くせよ。すべて
主を待ち望む者よ。
　　
　大きな苦難と絶望的な状況の中でこの歌が書か　大きな苦難と絶望的な状況の中でこの歌が書か
れたことが分ります。彼には助けてくれるはずのれたことが分ります。彼には助けてくれるはずの
親友にまで嫌われてしまったのです。親友にまで嫌われてしまったのです。
　しかし彼は神に「信頼しています。」と、その　しかし彼は神に「信頼しています。」と、その
信頼を変えません。もしかしたらこんな人もいる信頼を変えません。もしかしたらこんな人もいる
かもしれません。主に信頼していたのにこの苦難かもしれません。主に信頼していたのにこの苦難
が与えられたのだから、もう主を頼らない…と思が与えられたのだから、もう主を頼らない…と思
う人です。信頼して裏切られるのは嫌だと思うかう人です。信頼して裏切られるのは嫌だと思うか
もしれません。もしれません。
　しかし何があっても主に信頼し続けることが信　しかし何があっても主に信頼し続けることが信
仰です。主は今も最善のことをしておられるから仰です。主は今も最善のことをしておられるから
です。祈りが聞かれないことを恐れずに、祈り続です。祈りが聞かれないことを恐れずに、祈り続
けましょう。主の沈黙は絶望ではなく、最善へのけましょう。主の沈黙は絶望ではなく、最善への
道であり、主の全能による御判断で、願う以上の道であり、主の全能による御判断で、願う以上の
結果が与えられるのです。結果が与えられるのです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　６日　水曜

　詩篇



　1:1 神のみこころによるキリスト・イエス
の使徒パウロ、および兄弟テモテから、コリ
ントにある神の教会、ならびにアカヤ全土に
いるすべての聖徒たちへ。
1:2 私たちの父なる神と主イエス・キリスト
から、恵みと平安があなたがたの上にありま
すように。
1:3 私たちの主イエス・キリストの父なる神、
慈愛の父、すべての慰めの神がほめたたえら
れますように。
1:4 神は、どのような苦しみのときにも、私
たちを慰めてくださいます。こうして、私た
ちも、自分自身が神から受ける慰めによって、
どのような苦しみの中にいる人をも慰めるこ
とができるのです。
1:5 それは、私たちにキリストの苦難があふ
れているように、慰めもまたキリストによっ
てあふれているからです。
1:6 もし私たちが苦しみに会うなら、それは
あなたがたの慰めと救いのためです。もし私
たちが慰めを受けるなら、それもあなたがた
の慰めのためで、その慰めは、私たちが受け
ている苦難と同じ苦難に耐え抜く力をあなた
がたに与えるのです。
1:7 私たちがあなたがたについて抱いている
望みは、動くことがありません。なぜなら、
あなたがたが私たちと苦しみをともにしてい
るように、慰めをもともにしていることを、
私たちは知っているからです。
1:8 兄弟たちよ。私たちがアジヤで会った苦
しみについて、ぜひ知っておいてください。
私たちは、非常に激しい、耐えられないほど
の圧迫を受け、ついにいのちさえも危くなり、

1:9 ほんとうに、自分の心の中で死を覚悟し
ました。これは、もはや自分自身を頼まず、
死者をよみがえらせてくださる神により頼
む者となるためでした。
1:10 ところが神は、これほどの大きな死の
危険から、私たちを救い出してくださいま
した。また将来も救い出してくださいます。
なおも救い出してくださるという望みを、
私たちはこの神に置いているのです。
1:11 あなたがたも祈りによって、私たちを
助けて協力してくださるでしょう。それは、
多くの人々の祈りにより私たちに与えられ
た恵みについて、多くの人々が感謝をささ
げるようになるためです。
　　
　コリント教会はパウロが開拓したものですが、　コリント教会はパウロが開拓したものですが、
その後反対者の惑わしがあって、非常に混乱してその後反対者の惑わしがあって、非常に混乱して
しまいました。パウロはコリント教会のために手しまいました。パウロはコリント教会のために手
紙（第一の手紙）を書き、テモテを遣わしました紙（第一の手紙）を書き、テモテを遣わしました
が、テモテは教会の回復ができずに失望して帰りが、テモテは教会の回復ができずに失望して帰り
ました。ました。
　次にはパウロ自身が訪問しましたが、それでも　次にはパウロ自身が訪問しましたが、それでも
反対者たちは混乱させることを止めませんでした反対者たちは混乱させることを止めませんでした。。
次にパウロは手紙（第一と第二の間の手紙）を書次にパウロは手紙（第一と第二の間の手紙）を書
き、その後テトスをコリントに送り、様子を聞いき、その後テトスをコリントに送り、様子を聞い
たところ、「コリント教会の大半の人々はパウロたところ、「コリント教会の大半の人々はパウロ
の言う主のみこころを理解した」ということでしの言う主のみこころを理解した」ということでし
た。しかし少数となった反対者はいっそう強情にた。しかし少数となった反対者はいっそう強情に
なったということで、教会の混乱が続いていましなったということで、教会の混乱が続いていまし
た。そこで書いたのがこのコリント人への第二のた。そこで書いたのがこのコリント人への第二の
手紙です。手紙です。
　パウロはまずあいさつから始めますが、それは　パウロはまずあいさつから始めますが、それは
人には祝福を神には賛美を宣言するものです。そ人には祝福を神には賛美を宣言するものです。そ
れはクリスチャンの生きる基本的な動機と言えるれはクリスチャンの生きる基本的な動機と言える
でしょう。でしょう。
　そしてパウロは人生の苦しみについて語り始め　そしてパウロは人生の苦しみについて語り始め
ます。人々の心を正しく導こうとするなら、自分ます。人々の心を正しく導こうとするなら、自分

に都合の良いことばかりを願うような話題でに都合の良いことばかりを願うような話題で
は、神のみこころには立てないと知ってたかは、神のみこころには立てないと知ってたか
らでしょう。事実、コリント教会に混乱がらでしょう。事実、コリント教会に混乱が
あったのは、各自が自己中心な思いで教会とあったのは、各自が自己中心な思いで教会と
いうものを捉えていたからです。本当に主のいうものを捉えていたからです。本当に主の
御旨に立とうとする者は、「自分は損をした御旨に立とうとする者は、「自分は損をした
くない」とは思わないものです。くない」とは思わないものです。
　 教会の主流となる人々は「苦しみをともに　 教会の主流となる人々は「苦しみをともに
し」そして「慰めをもともにしている」人々し」そして「慰めをもともにしている」人々
です。またそれは「望みを、…神に置く」とです。またそれは「望みを、…神に置く」と
いう本来の信仰につながるのです。いう本来の信仰につながるのです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　７日　木曜

　Ⅱコリント



　1:12 私たちがこの世の中で、特にあなたが
たに対して、聖さと神から来る誠実さとを
もって、人間的な知恵によらず、神の恵みに
よって行動していることは、私たちの良心の
あかしするところであって、これこそ私たち
の誇りです。
1:13 私たちは、あなたがたへの手紙で、あな
たがたが読んで理解できること以外は何も書
いていません。そして私は、あなたがたが十
分に理解してくれることを望みます。
1:14 あなたがたは、ある程度は、私たちを理
解しているのですから、私たちの主イエスの
日には、あなたがたが私たちの誇りであるよ
うに、私たちもあなたがたの誇りであるとい
うことを、さらに十分に理解してくださるよ
う望むのです。
1:15 この確信をもって、私は次のような計画
を立てました。まず初めにあなたがたのとこ
ろへ行くことによって、あなたがたが恵みを
二度受けられるようにしようとしたのです。
1:16 すなわち、あなたがたのところを通って
マケドニヤに行き、そしてマケドニヤから再
びあなたがたのところに帰り、あなたがたに
送られてユダヤに行きたいと思ったのです。
1:17 そういうわけですから、この計画を立て
た私が、どうして軽率でありえたでしょう。
それとも、私の計画は人間的な計画であって、
私にとっては、「しかり、しかり。」は同時
に、「否、否。」なのでしょうか。
1:18 しかし、神の真実にかけて言いますが、
あなたがたに対する私たちのことばは、「し
かり。」と言って、同時に「否。」と言うよ
うなものではありません。

1:19 私たち、すなわち、私とシルワノとテ
モテとが、あなたがたに宣べ伝えた神の子
キリスト・イエスは、「しかり。」と同時
に「否。」であるような方ではありません。
この方には「しかり。」だけがあるのです。
1:20 神の約束はことごとく、この方におい
て「しかり。」となりました。それで私た
ちは、この方によって「アーメン。」と言
い、神に栄光を帰するのです。
1:21 私たちをあなたがたといっしょにキリ
ストのうちに堅く保ち、私たちに油を注が
れた方は神です。
1:22 神はまた、確認の印を私たちに押し、
保証として、御霊を私たちの心に与えてく
ださいました。

　コリントの教会には、主のみこころから離れて　コリントの教会には、主のみこころから離れて
自己流の考え方を押し通す人たちがいて、教会が自己流の考え方を押し通す人たちがいて、教会が
分裂・分派などずいぶんと混乱していました。そ分裂・分派などずいぶんと混乱していました。そ
のような人々は神が立てたパウロを指導者としてのような人々は神が立てたパウロを指導者として
認めようとしないで、様々に批判しました。認めようとしないで、様々に批判しました。
　その中には「彼は『軽率』に計画を変えた。無　その中には「彼は『軽率』に計画を変えた。無
責任だ。」という発言もありました。それに対し責任だ。」という発言もありました。それに対し
てパウロはここで弁明しています。「あなたがたてパウロはここで弁明しています。「あなたがた
は…私たちを理解している…あなたがたが私たちは…私たちを理解している…あなたがたが私たち
の誇りである…さらに十分に理解してくださるよの誇りである…さらに十分に理解してくださるよ
う望む」とあります。この信頼を表す表現から、う望む」とあります。この信頼を表す表現から、
パウロは反対者に対して語るというよりも、 むパウロは反対者に対して語るというよりも、 む
しろ一緒に教会を建て上げる人々の一致のためにしろ一緒に教会を建て上げる人々の一致のために
弁明していると思われます。教会を愛さない人々弁明していると思われます。教会を愛さない人々
を変えようとするよりも、まず大切なことは教会を変えようとするよりも、まず大切なことは教会
を愛する人々の共有と一致です。を愛する人々の共有と一致です。
　パウロは、コリントの人々が「恵みを二度受け　パウロは、コリントの人々が「恵みを二度受け
られるようにしようと」周到に計画をたてましたられるようにしようと」周到に計画をたてました
が、その計画を変えざるを得ませんでした。それが、その計画を変えざるを得ませんでした。それ
はコリントの人々への「思いやりのため」とはコリントの人々への「思いやりのため」と 2323
節に明かしています。反対者はそれをパウロへの節に明かしています。反対者はそれをパウロへの

批判の道具としたのです。批判の道具としたのです。
　パウロはその動機が自分本位ではなく、主　パウロはその動機が自分本位ではなく、主
の思いに沿ったものであったので、臆するこの思いに沿ったものであったので、臆するこ
となく弁明することができました。反対者にとなく弁明することができました。反対者に
誤解されるようなことがあっても、勝利は愛誤解されるようなことがあっても、勝利は愛
の動機にあるのです。の動機にあるのです。
　またコリントにはパウロの一面だけを見て　またコリントにはパウロの一面だけを見て、、
または一部の批判を聞いて惑わされた人もいまたは一部の批判を聞いて惑わされた人もい
たようです。私たちは常に祈り深く、主のみたようです。私たちは常に祈り深く、主のみ
こころを聞き、主の「アーメン（しかり）」こころを聞き、主の「アーメン（しかり）」
は何なのかを教えていただく者でありましょは何なのかを教えていただく者でありましょ
う。う。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　８日　金曜

　Ⅱコリント



　1:23 私はこのいのちにかけ、神を証人にお
呼びして言います。私がまだコリントへ行か
ないでいるのは、あなたがたに対する思いや
りのためです。
1:24 私たちは、あなたがたの信仰を支配しよ
うとする者ではなく、あなたがたの喜びのた
めに働く協力者です。あなたがたは、信仰に
堅く立っているからです。
2:1 そこで私は、あなたがたを悲しませるこ
とになるような訪問は二度とくり返すまいと
決心したのです。
2:2 もし私があなたがたを悲しませているの
なら、私が悲しませているその人以外に、だ
れが私を喜ばせてくれるでしょうか。
2:3 あのような手紙を書いたのは、私が行く
ときには、私に喜びを与えてくれるはずの人
たちから悲しみを与えられたくないからでし
た。それは、私の喜びがあなたがたすべての
喜びであることを、あなたがたすべてについ
て確信しているからです。
2:4 私は大きな苦しみと心の嘆きから、涙な
がらに、あなたがたに手紙を書きました。そ
れは、あなたがたを悲しませるためではなく、
私があなたがたに対して抱いている、あふれ
るばかりの愛を知っていただきたいからでし
た。
2:5 もしある人が悲しみのもとになったとす
れば、その人は、私を悲しませたというより
も、ある程度・・というのは言い過ぎになら
ないためですが、・・あなたがた全部を悲し
ませたのです。
2:6 その人にとっては、すでに多数の人から
受けたあの処罰で十分ですから、

2:7 あなたがたは、むしろ、その人を赦し、
慰めてあげなさい。そうしないと、その人
はあまりにも深い悲しみに押しつぶされて
しまうかもしれません。
2:8 そこで私は、その人に対する愛を確認す
ることを、あなたがたに勧めます。
2:9 私が手紙を書いたのは、あなたがたがす
べてのことにおいて従順であるかどうかを
ためすためであったのです。
2:10 もしあなたがたが人を赦すなら、私も
その人を赦します。私が何かを赦したのな
ら、私の赦したことは、あなたがたのため
に、キリストの御前で赦したのです。
2:11 これは、私たちがサタンに欺かれない
ためです。私たちはサタンの策略を知らな
いわけではありません。

　手紙（コリント人への第一の手紙）とテモテの　手紙（コリント人への第一の手紙）とテモテの
訪問によっても、コリント教会の状態は改善しま訪問によっても、コリント教会の状態は改善しま
せんでした。パウロ自身が訪問しても反対者たちせんでした。パウロ自身が訪問しても反対者たち
による混乱は収まりませんでした。による混乱は収まりませんでした。
　パウロは次の訪問を計画していましたが、「私　パウロは次の訪問を計画していましたが、「私
が行くときには、悲しみを与えられたくない」とが行くときには、悲しみを与えられたくない」と
の思いから、の思いから、22回目の訪問を断念して、手紙を書回目の訪問を断念して、手紙を書
きました。それはそうとう厳しい内容だったようきました。それはそうとう厳しい内容だったよう
ですが、それによって教会は自分たちの問題に気ですが、それによって教会は自分たちの問題に気
づき、問題の人（おそらく反対者の中心人物）をづき、問題の人（おそらく反対者の中心人物）を
「処罰」しました。「処罰」しました。
　パウロが「 その人にとっては…あの処罰で十　パウロが「 その人にとっては…あの処罰で十
分です」と言っていますから、問題の人は悔い改分です」と言っていますから、問題の人は悔い改
めたと思われます。そしてパウロは今や「その人めたと思われます。そしてパウロは今や「その人
を赦し、慰めてあげなさい。」と言います。を赦し、慰めてあげなさい。」と言います。
　教会はキリストの体ですから一致が必要で、分　教会はキリストの体ですから一致が必要で、分
裂・分派となるようなものは取り除かなければな裂・分派となるようなものは取り除かなければな
りません。しかしそれは問題となる人や主張を排りません。しかしそれは問題となる人や主張を排
除すれば良いというのではありません。「涙なが除すれば良いというのではありません。「涙なが
らに」と言うパウロのように愛を持って、自分のらに」と言うパウロのように愛を持って、自分の

ためではなく主の動機で、そして問題の人もためではなく主の動機で、そして問題の人も
教会全体もともに主に従えるように変えられ教会全体もともに主に従えるように変えられ
てゆくことです。それによって、本当の一致てゆくことです。それによって、本当の一致
が生まれるものなのです。が生まれるものなのです。
　教会全体も、本当に愛を持ってことに当　教会全体も、本当に愛を持ってことに当
たったかを「確認する」必要があるのです。たったかを「確認する」必要があるのです。
それは、教会も家庭もセルも、すべての共同それは、教会も家庭もセルも、すべての共同
体に関しても言えることです。体に関しても言えることです。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　９日　土曜

　Ⅱコリント



　

　2:12 私が、キリストの福音のためにトロア
スに行ったとき、主は私のために門を開いて
くださいましたが、
2:13 兄弟テトスに会えなかったので、心に安
らぎがなく、そこの人々に別れを告げて、マ
ケドニヤへ向かいました。
2:14 しかし、神に感謝します。神はいつでも、
私たちを導いてキリストによる勝利の行列に
加え、至る所で私たちを通して、キリストを
知る知識のかおりを放ってくださいます。
2:15 私たちは、救われる人々の中でも、滅び
る人々の中でも、神の前にかぐわしいキリス
トのかおりなのです。
2:16 ある人たちにとっては、死から出て死に
至らせるかおりであり、ある人たちにとって
は、いのちから出ていのちに至らせるかおり
です。このような務めにふさわしい者は、
いったいだれでしょう。
2:17 私たちは、多くの人のように、神のこと
ばに混ぜ物をして売るようなことはせず、真
心から、また神によって、神の御前でキリス
トにあって語るのです。 　

　パウロはコリントを訪問してからマケドニアに行　パウロはコリントを訪問してからマケドニアに行
き、その後またコリントを再訪問しようと計画してき、その後またコリントを再訪問しようと計画して
いました。しかしまた彼らを叱責して悲しませなけいました。しかしまた彼らを叱責して悲しませなけ
ればならないだろうと予想し、コリント教会へのればならないだろうと予想し、コリント教会への
「思いやり」ゆえに断念しました。そこで宣教のた「思いやり」ゆえに断念しました。そこで宣教のた
めに「門が開かれ」ていたトロアスに行ったのですめに「門が開かれ」ていたトロアスに行ったのです
が、どうにもコリント教会のことが心配になって、が、どうにもコリント教会のことが心配になって、
遣わしたテトスが来るのを待ちきれずに、マケドニ遣わしたテトスが来るのを待ちきれずに、マケドニ
アまで言って彼に合い様子を聞いたのでした。アまで言って彼に合い様子を聞いたのでした。
　そこでコリントの教会が変わったという報告を聞　そこでコリントの教会が変わったという報告を聞
いて、「しかし、神に感謝します。」と心の叫びをいて、「しかし、神に感謝します。」と心の叫びを
上げたのでした。人を変えるのは神様であり、その上げたのでした。人を変えるのは神様であり、その

ために人間が役に立てるとしてら、主の思いと一ために人間が役に立てるとしてら、主の思いと一
つになって真実に関わり、熱心に祈ることでしょつになって真実に関わり、熱心に祈ることでしょ
う。誰かのために、主の祝福を受けるようにと願う。誰かのために、主の祝福を受けるようにと願
うなら、このような愛と信仰に立つパウロを模範うなら、このような愛と信仰に立つパウロを模範
とすべきです。とすべきです。
　パウロは教会が、すなわち愛する兄弟姉妹が主　パウロは教会が、すなわち愛する兄弟姉妹が主
のみこころに立ち返ることこそを、「勝利」としのみこころに立ち返ることこそを、「勝利」とし
て心から喜べる人でした。私たちは自分の喜びがて心から喜べる人でした。私たちは自分の喜びが
実際はどこにあるのかを吟味してみることも必要実際はどこにあるのかを吟味してみることも必要
です。もしも神様の勝利とは関係ないところに、です。もしも神様の勝利とは関係ないところに、
自分の喜びがあって、それを願っているなら、信自分の喜びがあって、それを願っているなら、信
仰の視点がどこかずれているかもしれません。仰の視点がどこかずれているかもしれません。
　パウロはそのような神のみわざに参与できるこ　パウロはそのような神のみわざに参与できるこ
とを光栄を感謝しつつ、同時にへりくだって厳かとを光栄を感謝しつつ、同時にへりくだって厳か
に受け止めています。ですから、自分の目的や考に受け止めています。ですから、自分の目的や考
えが通用しないことを知っており、「混ぜ物をしえが通用しないことを知っており、「混ぜ物をし
て売るようなことはせず、真心から、また神にて売るようなことはせず、真心から、また神に
よって」と、心に決めています。よって」と、心に決めています。
　人を愛し導き救う働き、また人を成長に導く働　人を愛し導き救う働き、また人を成長に導く働
きはどれも主のみわざです。パウロのような厳かきはどれも主のみわざです。パウロのような厳か
な決心が必要です。な決心が必要です。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

１０日　日曜

　Ⅱコリント


